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もっと、ずっと、くらしのそばに。 イオングループ

Copyright (C) 2016 ÆON RETAIL Co., Ltd. All Rights Reserved.

イオンは小売を中心に、金融、デベロッパー、サービスなど、
３００を超える企業で構成されています。

多様な事業が有機的に結びつき、高い相乗効果を創出する
ことで、さらなる成長を目指し、革新への挑戦を続けています。

52万人

グループ
従業員数

52万人

グループ
従業員数

13か国

で事業展開

13か国

で事業展開

8.2兆円

連結営業収益

8.2兆円

連結営業収益

3722万人

カード会員数
3722万人

カード会員数

4数値は2015年度
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重点
課題

イオンサスティナビリティ基本方針と重点課題

基本
方針

私たちイオンは、「お客さまを原点に平和を追求し、人間を尊重し、地域社会に
貢献する」という基本理念のもと、多くのステークホルダーの皆さまとともに、
持続可能な社会の実現を目指します。
取組みにあたっては、「低炭素社会の実現」、「生物多様性の保全」、 「資源の
有効利用」、「社会的課題への対応」を柱とし、グローバルに考え、それぞれの地域
に根ざした活動を積極的に推進してまいります。

取組
視点 店舗で店舗で 商品で商品で お客さま

とともに
お客さま
とともに

イオンサステナビリティ基本方針

2011年 3月1日制定

5
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2020年への挑戦的な課題 （BIG CHALLENGE 2020）
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環境社会
課題取組

店舗でのチャレンジ

１ エ コ プ ロ ジ ェ ク ト の 推 進

商品でのチャレンジ

雇用でのチャレンジ お客さまとともにチャレンジ

2 自然冷媒の冷蔵・冷凍設備を導入

４ サプライチェーンにおける持続可能な
調 達 ガ イ ド ラ イ ン 制 定

５ お 客 さ ま の ヘ ル シ ー ラ イ フ を
応 援 す る 商 品 の 提 供

６ ソ ー シ ャ ル ブ ラ ン ド の 強 化

７ 外 国 人 従 業 員 雇 用 拡 大

８ 女性管理職比率の拡大５０％

雇用でのチャレンジ
低炭素社会の実現
生物多様性の保全
資源の持続可能な利用

社会的課題
地域社会への還元
公正な事業慣行
人権・労働慣行

9 ネクスト 1 0 0 0万本～植樹から

10 商品・サービスを通じたお客さまの
C O 2 削 減 の 推 進

３ 廃 棄 物 ゼ ロ へ の 挑 戦

2020

6

＋＋
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食品廃棄を取り巻く環境

「企業経営」の視点
店舗における廃棄は利益圧迫要因。
食品廃棄物の横流し事件等、処理方法等の企業の姿勢
について課題視。
TCGF理事会においてもトップマネジメント課題として議論。

事 業 規 模 に 関 わ ら ず 逃 げ る こ と の で き な い 課 題

「社会的責任」の視点
2015年9月国連がSDGｓにて、小売・消費段階での食
品廃棄物半減目標を明示。
食品廃棄が世界のCO2排出量の約１０％。
Ｇ７富山環境大臣会合において食品ロス・食品廃棄物
の削減について言及。

☑ 食品廃棄の対応は、経営課題であると同時に、社会的責任の観点からも重点化すべき課題

☑ 小売りに対して食品廃棄物への本格的な対応が問われている。(適正処理に注目）

☑ 欧米では、FAOや国連などの国際機関による数値目標設定、ルール形成が進行

☑ 2 0 1 6 年 フ ランス「食品廃棄禁止法」食品廃棄を法的に禁止する動き

食品廃棄の世界的潮流を危機でなく、チャンスに変える取組が求められている
8
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取組コンセプト：グループにおける「食品廃棄物０（ゼロ）」

「廃棄物ゼロ」
コンセプト

フードチェーン全体を通じて、「Reduce」「Reuse」「Recycle］の３Ｒの手法を活
用して、廃棄・燃焼され、埋め立てに回るゴミをゼロにしていくため、地域のステイクホ
ルダーと連携し、ソーシャル・インフラの構築に寄与する。

食品の
「廃棄物ゼロ」の

取組

「取組方法」
（考え方）

販売容量の見直し、発注精度向上、分別・リサイクル促進等
店舗と商品のサプライチェーンにおける食品廃棄物を削減

食育の推進や店頭キャンペーンなどを通じて、お客さまと協働
で食品廃棄物を削減

行政、ＮＰＯ等、地域のステイクホルダーと協働で、リサイクル
ループの構築やフードバンク等の活用を通じて削減

店舗・商品を通じて

お客さまとのコミュニケーションを通じて

地域とともに

安 全 性 安 全 に 利 用 さ れ て い る こ と を 確 認
トレサビリティ ど こ で 、 何 に 活 用 さ れ て い る か 確 認
法 令 順 守 資 源 の 取 り 扱 い に あ た り 法 令 順 守 す る こ と の 確 認
環 境 負 担 リ サ イ ク ル プ ロ セ ス 全 体 で の 環 境 負 担 に 配 慮

仕組の構築を推
進し、環境整備
の整った地域か
ら 取 組 を 検 討

9
Copyright (C) 2016 ÆON RETAIL Co., Ltd. All Rights Reserved.
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様々な視点から活動を検証

背景

背景 これまでの取組について

Copyright (C) 2016 ÆON RETAIL Co., Ltd. All Rights Reserved.

「商習慣」の見直しを検討
個別企業等の取組だけでは解決が難しく、
フードチェーン全体で解決していく必要のある
課題として、製造業・卸売業・小売業による
商慣習を中心に検討→「納品期限和緩和」

パイロットプロジェクトによる検証

平成24年4月、食品リサイクル法において「発生抑制の目標値」が設定。
これを機に、食品事業者の食品ロス削減推進のため、個別企業で解決が難しい
フードチェーンの商慣習見直しについて議論がスタート。
「食品ロス削減のための商慣習検討ワーキングチーム」が発足し、イオンリテールも参画。

パイロットプロジェクトでは賞味期間150日以上の

商品では、影響は確認できなかった。

一方、賞味期間120日以下の菓子において、多くの

店舗で、売価変更・廃棄が悪化し、店舗コストの増

加を招いた。そのため慎重な姿勢をとることになる。

（実証前比較：値下げ対応185％・廃棄440％増）

イオンでは、食品を扱う業態が多く、事業モデ

ルや、販売戦略が異なるため、お客さまにご迷

惑をおかけしないよう社内体制の整備を実施。

12

期間 2013年8月 ～2014年1月(半年間）

店舗 ５２店舗(グループ企業合わせて130店舗）

商品 菓子１３メーカー ２６商品

内容
専 用 セ ン タ ー を 通 過 す る 商 品 の 納 品
期 限 を 緩 和 し て 影 響 を 検 証 、
（賞味期間30日から360日の商品で実施）

食品ロス削減のための商慣習検討ワーキングチーム食品ロス削減のための商慣習検討ワーキングチーム 取組の検証と社内体制の整備の実施取組の検証と社内体制の整備の実施

取
組
を
検
証

「納品期限緩和」の実施(2016年3月～）「納品期限緩和」の実施(2016年3月～）
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イオンリテールにおける「納品期限緩和」の実施

Copyright (C) 2016 ÆON RETAIL Co., Ltd. All Rights Reserved.

実施内容1

飲料全品
（加工食品部門における飲料）

店舗における「納品期限」を従来の基準から1/2残しに変更

実施内容2

菓子
（賞味期間180日以上の全品）

食品を取り扱うグループ企業において取組拡大

内容1

店舗における
「販売期限」の見直し

内容２
ＲＤＣ商品の店舗
及び各社センターへの
納品期限の見直し

2017年の実施に向けて社内システムの再設計・マニュアル改訂等に着手

上記の取組上記の取組＋＋
13

同時期より、グループでの対応を検討

1

2
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紹介：生活者の菓子購入・利用実態について
全日本菓子協会様より情報提供をいただき、社内検討資料に活用
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「食べる」を「捨てる」を「考える」
まだ食べられるものを捨ててしまうということ。それは本来、気持ちのいいことではないはずです。けれども、
それを許してしまう社会の仕組みが存在します。そして、ほかならぬ私たちひとりひとりも、その仕組みがで
きあがることに、多かれ少なかれ何らかのかたちで関わっている・・・。このプロジェクトは、そうした問題意識
からはじまりました。

このプロジェクトでは、だれかを悪者にしたり、自分の気持ちにフタをしたりするのではなく、「食べること」や
「食べ物を大切にしたいという人間本来の気持ち」に立ち返りたい。生活者、企業、行政、生産者、
NPO、学識者が一緒になって、このテーマに取り組むことで、よりよいアクションを創りだしていきたい、
と考えています。

「食べる」ことへの感謝がきちんとある社会は、生きる土台がしっかりしている社会だと思う。
そのように社会の仕組みを組み替えることを目指して。
フードロス・チャレンジ・プロジェクト、はじめます。

フードロス・チャレンジ・プロジェクト
2012年12月

出典：フードロス・チャレンジ・プロジェクトのホームページより

©2016 FOODLOSS CHALLENGE PROJECT
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フードロス・チャレンジ・プロジェクトについて

フードロス（食料のロス・廃棄）について、生活者、行政、生産者、ＮＰＯ、学識者、等々
多様な主体（マルチステークホルダー）の乗り合い型で考え、解決を目指すプロジェクト。
食品ロスが発生する、「生産」「加工」「流通」「消費」それぞれのステークホルダで実施できる以下
４つのコンテンツを展開中。

①サルベージパーティ
家に余った食材を持ち寄りみんな
でおいしく変身させるシェアパーティ
ー。子どもも、大人、企業・団体も
気軽に参加できるソーシャルアクショ
ン。

②もったいない鬼ごっこ
フードロスがどのように発生して
いるのか、わかりやすく伝えると
ともに、日常生活における「食べ
る」ことへの感謝の気持ちを啓発
する食育プログラム。

③ごちそうとぼうさい
当たり前の無事・安全に感謝
して、非常食をみんなで、ごち
そうにして食べる。「非常食が
シェフの手で、ごちそうに変身」
する体験を入口に、防災意識
を高め、共通体験を通じて地域
の関係性 を高めるイベント

④フードレスキュー
賞味期限が迫った値引きシール
にメッセージ（またはメッセージ
シール）を加えただけで、値引き
商品を買う意味を変えるアイデア。

事務局は、博報堂bemo!チームが担当
©2016 FOODLOSS CHALLENGE PROJECT

フードロス・チャレンジ・プロジェクトとはフードロス・チャレンジ・プロジェクトとは

©foodrescue
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目 的

イオンリテールにおける取組の目的

これまでの取組
店頭を活用した、お客さまとのコミュニケーショ
ンによる食品廃棄削減の手法を検討。
従来から実施されていた、値引きシールによ
る売り切りが、「食品ロス削減」に貢献する取
組として「視点」を変えて「もったいないキャン
ペーン」として実施（2015年2月：千葉県
3店舗）

フードロス・チャレンジ・プロジェクト
2015年東京都と連携し、「持続可能な資
源利用」に向けたモデル事業に協力参画
イオン葛西店で「つれてって！それ、フードレス
キュー。」フードロス・チャレンジ・フェス！を実施

フードロスという「自分事化」が難しいテーマについて、買い物中のお客さまが楽
しく 気軽に情報を得て、考え（店から家庭までそれぞれの現場にて）そして
行動するきっかけをつくること。

お 客 さ ま か ら 「 環 境 に い い こ と を し て い る と 感 じ た 」
「実施店舗を増やして取り組んでほしい 」 とのお声をいただきました 。
お 客 さ ま か ら 「 環 境 に い い こ と を し て い る と 感 じ た 」
「実施店舗を増やして取り組んでほしい 」 とのお声をいただきました 。 18

©2016 FOODLOSS CHALLENGE PROJECT

Copyright (C) 2016 ÆON RETAIL Co., Ltd. All Rights Reserved.
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お客さまの声 2016年2月19日-21日イベント時のお客さまアンケートより

安く買えるだけで
なく、環境によい
ことに貢献できる
の は 嬉 し い ！

値引きシール
を貼っているだ
けより目につき
やすくてよい！

廃棄が減るのは
よいことだと思う。

他の企業や店
舗でも取り組
むべき！

これからは
無駄なく食材を買お
うと思いました。

ニュースなどで
もっと取り上げる

べ き 課 題 ！

家族や友人に
もおしえてあ
げ た い ！

Copyright (C) 2016 ÆON RETAIL Co., Ltd. All Rights Reserved.

９０％以上
のお客さま
から評価を
いただく！
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イオンリテールにおけるフードロス・チャレンジの活動

Copyright (C) 2016 ÆON RETAIL Co., Ltd. All Rights Reserved.

開 始 日 ２ ０ １ ６ 年 ６ 月 1 日 ～
(環境月間に合わせてスタート）

実施店舗 イオンリテールGMS店舗380店

対象商品 刺身、総菜、弁当、寿司、パン等の最終値引き商品

実施方法 値引きシールの隣に“フードレスキュー”シールを貼付

店舗向け手順書・マニュアル 店頭ツール

お客さまのご支持の声を受け、全店に取り組みを拡大

＋＋
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店舗を起点とした 「フードロスゼロ」コミュニケーション

売 場 で の 取 組売 場 で の 取 組 食品ロスについての啓蒙・イベント食品ロスについての啓蒙・イベント

店頭における「フードロスゼロ」の取組店頭における「フードロスゼロ」の取組

フードロスチャレンジ
プ ロ ジ ェ ク ト
フードロスチャレンジ
プ ロ ジ ェ ク ト 行 政 ・ 地 域行 政 ・ 地 域

つれてって！それ、フードレスキュー。つれてって！それ、フードレスキュー。

情報提供
告 知

イベント
の実施

お客さまに
支持される
売場構築

発注精度の向上

発注単位の見直し

納品期限の見直し

販 売 方 法 の 見 直 し
●販売限度日の見直し
●生鮮品の店内加工
● 時 間 帯 別 の 製 造

冷凍品の未解凍販売

＋＋
夕刻の見切りは、フードロスゼロの意図を
お客さまに告知。完売強化につなげる。
値引きシールに+啓蒙シール・告知ボード

グループ企業・
行政・地域と
連携して店内
イ ベ ン ト
等 を 実 施

取組の進捗・
や賢い買い物
情報などを通
じ た 提 供

協働

©2016 FOODLOSS CHALLENGE PROJECT

Copyright (C) 2016 ÆON RETAIL Co., Ltd. All Rights Reserved.
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まとめ・今後の課題
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食品廃棄削減に向けた今後の検討課題

まとめ

経営上の重点課題
トップマネジメントが食品ロス削減
を自社の重要課題として認識。
経営方針・計画の中に食品ロス削減
について明記している。

店舗・商品を通じて実践
お客さまに対しては、日常の買い物
を通じて取組を促進することが大切。
店舗を起点に「楽しく」取り組むこ
とで継続的な取り組みを実践

お 客 さ ま の た め に
常に、お客さまとともに取組を推進。
お客さまの日々のくらしに密着した
方法で取り組みを立案し、「すべて
はお客さまのために」の視点で実践

課 題

取 組 の 効 果 測 定
成果の見える化と成果の共有
フードチェーン全体での取り組みの
効果測定の把握と、お客さまへの還
元の視点も重要。
購買行動分析による取組の深化。

更 な る 取 組 の 深 化
子供の貧困問題等、社会構造の変化
に応じた新たな社会課題に対応。
東京オリンピック・パラリンピック
に向けた持続可能な社会に貢献。

ミセ・モノ・ヒトのスマート化を通
じた解決方法を検討。
より「地域」(地方)との取組を推進

26
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イオンリテールはこれからも、食品ロス削減について
お客 さ ま 、 お取引先 さ ま は も ち ろ ん の こ と 、
行政やＮＰＯ等の皆さま、 更にはお店のある地域の
皆さまと「協働」で取り組んでいきたいと考えています。
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